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特長
• 温度や湿度等のパラメータを常

時監視するためのソフトウェア
• 11の言語バージョン、複数サイ

トでの使用や広域の監視に最適
• 事前設定済みレポートとカスタ

ムレポート
• ユーザー管理を容易にする

Windows Active Directory
• 設定可能なアラーム通知：

メール、SMS、音声コール、
シグナルタワー、ブラウザ
アラート• メンテナンス期間や作業シフト
に合わせて、閾値アラームとア
ラーム 通知の配信時間のスケ
ジュールが設定できる

• 初めて使用するユーザーのため
のインタラクティブなツアー

• ライセンス付与される機能：音
声/SMS Webサービス、サード
パーティの Modbusデバイス、
ヴァイサラOPC UAサーバー、
REST API

ヴァイサラのviewLincエンタープライズサーバーには、有線や無線の接続形式を組み合わせてヴァイサ
ラ製データロガーやModbusデバイスを接続できます。計測ポイントが1～2か所の設置から、多拠点を
計測する大規模システムまで対応できます。ユーザーエンゲージメントとアジャイル 開発を通じて、
ヴァイサラは新機能と性能向上により製品を常時改良します。viewLincは、データの整合性からアクセ
スコントロール、暗号化、バリデーションプロトコルに至るまで、準拠したモニタリングシステムのよ
り迅速かつ簡単な実装を実現し、厳格な品質ガイドラインとプロセスの達成を目指しているGxPの規制
を受ける業界の企業に特に役立ちます。

アップグレード
• viewLinc 4.3.6以降のみ直接5.2に

アップグレードできます。それ以
前のバージョンは、まず4.3.6に
アップグレードが必要です。

• アップグレード中、ユーザーが
viewLincに接続できるように、
以前に提供されたホスト名および
エリアスのリストを確認します。

• 5.2以降、viewLincはTransport Layer Security（TLS）1.3を使用
するため、設置機器中のすべての
VaiNet AP10アクセスポイントに
ファームウェアバージョン4.5以
降が必要です。AP10バージョンF
以前は交換する必要があります。

システム要件
• 24時間365日稼働でviewLincエン
タープライズサーバーソフトウェ
アを常時実行する専用サーバー
（仮想サーバーを推奨）

• 少なくとも1台のヴァイサラデー
タロガーまたは変換器

• データロガーの接続と無線変換器
の設定に使用するヴァイサラの
ケーブル
信頼性の担保
• ネットワークコンピュータまたは
モバイルデバイスのブラウザ経由
でアクセス可能

ライセンス
•

•

インストールにはそれぞれライセ
ンスキーが必要です。これはデバ
イスの数を決定します。追加のライセンスにより、音声通
知やSMS Web通知、ヴァイサラ
OPC UAサーバーの統合、 viewLinc REST API、またはサード
パーティのModbusデバイスが有
効になります。

• Microsoftâ Windowsâサービス
として実行

• UTF-8に準拠したマルチバイトの
文字セットをサポート



技術情報
システムサイズごとのシステム要件
計測ポイントのシステム
サイズ

1～20 21～400 400+
専用または共有サーバー いずれか いずれか 専用
CPU 1.6GHz 1.6GHz 3.2GHz 

RAM
ディスク容量増加/年

デュアルコア
8GB 
1.5GB/年

（20 データ
ポイントの
場合）

デュアルコア
12GB 
15GB/年

（200 データ
ポイントの
場合）

クアッドコア
16GB 
75GB/年

（1000 データ

レポート用の継続的な
ディスク空き容量 1)

2GB 4GB

ポイントの
場合）
10GB

1) 1か月間、サンプルあたり1分のスキャン

サーバー要件
可用性 専用サーバー（仮想サーバーを推奨）は

24 時間運転できること
サーバー管理 無停電電源（UPS）に接続

オープンファイルのバックアップに対応
した試験済みバックアップソリューション

オペレーティング
システム

ネットワークタイムプロトコル （NTP）
サーバーに基づく時刻同期
Windows Serverâ 2022
Windows Serverâ 2022データセンター
エディション
Windows Serverâ 2019
Windows Serverâ 2019データセンター
エディション
Windows Serverâ 2016
Windows Serverâ 2016データセンター
エディション
Windowsâ 10 Enterprise（64ビット）
Windowsâ 11 Pro
350MBアプリケーションの

ディスク容量
データベースの
ディスク容量 1)

200KB/データポイント/日 2)

約 100KB/分/デバイス

TLS 1.3

認証済みの TLS 証明書とキー 5)

RFC 2047

TLS 1.3

ネットワーク
トラフィック 3)
Web インターフェース
プロトコル 4)
Web インターフェース
用のセキュリティ
証明書

2,048 ビット RSA 証明書

1) デバイスホストのインストールは対象外
2) データポイントとは、データの監視と記録を行うデバイスチャネルです
3) デバイスの数、システム構成、通信デバイスのタイプによって異なります
4) viewLinc 5.2には、OpenSSLツールキットで使用するためにOpenSSLプロジェク

トによって開発されたソフトウェアが含まれます。http://www.openssl.org/
5) viewLinc署名証明書とキーはインストール中に生成できます。

クライアントの要件
インターネット
ブラウザ

Google Chrome™

Microsoftâ Edge™

コンピューター
クライアント

サポートされているインターネットブラ
ウザ、2.4GHzのCPU、4GBのRAMを搭載
したネットワークコンピューター。

ディスプレイおよび
タブレットクライアント

タッチスクリーンまたはマウスで操作す
るパネル、サポートされているインター
ネットブラウザー。viewLinc エンタープ
ライズサーバーと同じネットワークサー
バーへの接続が必要です。

ワイヤレスデバイス接続
RFL100 シリーズ 1) ヴァイサラ VaiNet プロトコルを使用して

接続します。AP10 アクセスポイントの
設置が必要です。

1) VaiNetデバイスが利用できない地域があります。

E メールエンコーディ
ング
安全な E メール
プロトコル
Active Directory
サーバー

http://www.openssl.org/


有線デバイス接続
VDL200

vNet デバイスを使用
したDL シリーズ

USB-A – USB-C ケーブルを介してネット
ワーク設定を構成した後、イーサネット
を使用して viewLinc デバイスホストに
接続します。
vNet PoEデバイスは802.3afに対応し、
エンドポイントおよびミッドスパンの
システムの両方と連携します。viewLinc 
Awareは、vNetデバイスを自動的に検出
して設定します。1)vNetデバイスのドラ
イバー（付属）が必要です。

単一ポートまたはマル
チポートイーサネット
デバイスを使用した DL
シリーズ

イーサネット接続デバイスは固定または
予約済みIPアドレスを使用して設定する
必要があります。デバイスを異なるサブ
ネットに設置する場合は、設置前に設定
する必要があります。ヴァイサラデバイ
スを接続するために使用する各サーバー
に、イーサネットデバイスのドライバー
をインストールする必要があります。

USB ケーブルを使用し
た DL シリーズ

USB とロガーを接続するケーブルを使用
して、デバイスを直接 viewLinc デバイス
ホストに接続します。USB ポートが必要
です。

Modbus デバイス（RTU
または TCP）

• USB - シリアルケーブルを使用して
Modbus RTUデバイスを直接viewLinc
デバイスホストに接続

• シリアル - イーサネットアダプタ（Digi 
PortServer な ど ）を使用してイーサ
ネットネットワーク経由でModbus RTUデバイスをviewLincに接続

• イーサネットネットワーク経由で
Modbus TCPデバイスをviewLincに接続

RTU デバイスには、シリアル COM ポート
が必要です。TCP デバイスには、静的 IP
アドレスが必要です。

シグナルタワー
（ライトやブザー）

メーカーの指示に従って、デバイスを接
続します。viewLinc で事前設定されたデ
バイス設定を選択できます。シグナルタ
ワーには静的または予約済み IP アドレス
を割り当てる必要があることに注意して
ください。

1) vNetデバイスは10Mbpsのネットワーク速度で稼働し、電力使用量を低く維持し
ます。ネットワークデバイスが異なる速度で稼働できるようにするには、ネット
ワーク速度を接続先のvNetポートに合わせて設定してください （vNet User
Guideを参照）。

ネットワークポート
既定 種類 使用者
80 TCP
389 TCP
443 TCP
502 TCP
636 TCP
771 TCP

950 TCP
9065 UDP

12500 TCP
12600 TCP/UDP
55000 TCP

シグナルタワー
Active Directory（安全性が低い） 
viewLinc Web インターフェース
Modbus TCP 対応デバイス
Active Directory（安全な接続） 
vNet およびマルチポートのイーサ
ネットデバイス
Moxa シリアル - Wi-Fi デバイス
vNet 検出用の viewLinc Aware 
サービス
Twilio Web サービス
AP10 および viewLinc デバイスホスト
ヴァイサラ OPC UA サーバー
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